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はじめに

精度保証付き数値計算、 アルゴリズムの自動微分など数値計算における新しい動きとして、

計算の品質を保証する方向に、研究の流れがうねりだしたような気がします。このような中で、

微分方程式の数値計算の結果の精度を保証する中で解の存在証明をするような計算機援用解析

の方向から、 回路シミュレーションの感度解析に至るまで、幅広い研究テーマが追求され始め

ています。伊理正夫 (中大) 教授は講究録には掲載されませんが、 このような現状を含めて総合

的な講演をなさいました。 また、 本講究録に掲載されたような内容についての報告が期間中に

なされ、 白熱した雰囲気の中で短期共同研究が行われました。

本講究録によって、その動向の–端が伝われば大変幸いです。
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